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体から蒸発する汗などの水分（湿気）を繊
維が吸収して発熱する、「吸湿発熱」をう
たった肌着が販売されています。冬を控え、
防寒対策で購入する人もいると思われるの
で、商品テスト部が性能などについて調べま
した。

テスト品目について
「吸湿発熱」あるいは「汗や湿気を吸収し
て発熱」などの記載がある肌着１２銘柄（№１
～１２）と、参考品として通常の肌着３銘柄（№
１３～１５）をテストしました。

吸湿発熱性
財団法人日本紡績検査協会の試験方法を参
考にテストしました。全銘柄とも、環境温度
（２０℃）を変えずに湿度を４０％から９０％に上
げると生地温度が上昇しました。
上昇温度は「吸湿発熱」肌着で０．９℃（№
３）～２．４℃（№８）で、羊毛（ウール）、レー
ヨン、キュプラ、綿、アクリレート系繊維（ア
クリルを改質して吸湿性を高くした繊維）が
含まれる銘柄は発熱性が高い傾向にあり、ポ
リエステルの割合が多いと低い傾向にありま
した。
参考品の№１３、１４（綿１００％）はそれぞれ

２．１℃、２．０℃であり、「吸湿発熱」肌着の発
熱性の高い銘柄と大差ありませんでした。
また、単一素材でできた７種類の白布（羊

毛、レーヨン、キュプラ、綿、ナイロン、ア
クリル、ポリエステル）をテストしたところ、
羊毛が最も高く２．７℃、ポリエステルが０．６℃
と最も低かったことから、発熱性は組成によ
る違いが大きいと考えられます。

「吸湿発熱」肌着の性能

発熱性の期待はほどほどに
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吸湿性（湿気の吸いやすさ）
銘柄間で差があり、「吸湿発熱」肌着は№
１、７、８が高く、№３、１０、１１が低い結果
でした。参考品は№１３、１４（綿１００％）が高
く、№１５は低い結果でした。
吸湿性の高い銘柄は発熱性も高い傾向がみ
られ、単一素材の白布でも同様の傾向にあり
ました。

吸水性（汗の吸いやすさ）
銘柄間で差があり、№３、１１が特に高く、

№２、４、１０が低い結果でした。吸水性と発
熱性の相関性はありませんでした。

蒸散性（蒸れにくさ）
銘柄間で差があり、№３、１１が高く、№２、

１０が低い結果でした。蒸散性の高い銘柄は汗
の発散がよく、蒸れにくいと考えられます。
蒸散性と発熱性の相関性はありませんでし

た。

耐洗濯性など
いずれの銘柄も洗濯することによる発熱性

の低下はみられませんでした。
洗濯１０回後の寸法変化率（縮みや伸び）

は、全銘柄とも着用上支障の出るほどではな
く、ほつれや型崩れもありませんでした。
綿１００％や綿を含むものは、乾燥時間が長

くかかる傾向にありました。

まとめ
吸湿発熱性は銘柄間で差がありましたが、

高いものでも綿１００％の参考品と大差ありま
せんでした。繊維の吸湿発熱性については統
一された評価方法や基準が確立されていませ
ん。「吸湿発熱」の表示にあまり大きな期待
は抱かないほうがよいでしょう。
なお、綿１００％の肌着よりも洗濯後の乾燥

時間が短いものが多く、蒸散性がよい銘柄も
ありました。

№ 吸湿発熱繊維 銘柄名及び
繊維メーカー名 組成表示（本体部） 表示者名 購入価格

（円）
上昇温度
（℃）

吸湿性
（％）

吸水性
（mm）

吸
湿
発
熱
を
う
た
っ
た
肌
着

１ アクリレート系

エクス（東洋紡）

アクリル４５％ 指定外繊維
（エクス）３０％ ナイロン２５％ �ワコール ３，４６５ ２．３ ９．５ １０４

２ アクリレート系
アクリル６０％ レーヨン１５％
指定外繊維（エクス）１４％ ナ
イロン１０％ ポリウレタン１％

�アズ １，８９０ ２．１ ５．５ ２０

３ アクリレート系 ブレスサーモ
（ミズノ）

ポリエステル８８％ 指定外
繊維（ブレスサーモ）１０％
ポリウレタン２％

ミズノ� ４，０９５ ０．９ ２．１ １６３

４ キュプラ＆
アクリル複合糸

サーモギア
（旭化成）

アクリル４５％ キュプラ３０％ ナ
イロン２０％ ポリウレタン５％ グンゼ� １，８９０ １．８ ５．０ １１

５ キュプラ＆
アクリル複合糸

アクリル３５％ 綿２５％
キュプラ２０％ ポリエステ
ル１５％ ポリウレタン５％

グンゼ� ２，１００ ２．０ ４．６ ５４

６ キュプラ＆
アクリル複合糸

綿５０％ アクリル３０％
キュプラ２０％ グンゼ� ５００ ２．３ ６．４ ８７

７ 綿＆ウール複合糸 オリエント（東洋紡） 綿９０％ ウール１０％ グンゼ� １，３００ ２．１ ８．４ １０８

８ 綿＆ウール複合糸 オメガ（東洋紡）綿６５％ レーヨン２５％
ウール１０％ グンゼ� ２，０００ ２．４ ９．９ ３７

９ アクリル＆
レーヨン ソフトサーモ（東レ） アクリル５６％ レーヨン２４％ ナ

イロン１５％ ポリウレタン５％
日本ニット工
業組合連合会 ８９０ ２．１ ５．９ ３６

１０ アクリルアセテート
複合原綿

ルネスα
（三菱レイヨン）

アクリル６０％ 指定外繊維
（Ａ．Ｈ．Ｆ）２０％ ナイロン
１８％ ポリウレタン２％

日本ニット中
央卸商業組合
連合会

１，４９０ １．１ １．７ ２２

１１ ポリエステル パナパック－ＭＲ
（クラレトレーディング）

ポリエステル８５％ レーヨ
ン１０％ ポリウレタン５％ �ワコール ３，３６０ １．３ １．８ １３５

１２ 綿 － 綿１００％ �イトーヨーカ堂 ５００ ２．１ ６．８ ８１

参
考
品

１３ 綿１００％ グンゼ� ７８７ ２．１ ８．１ ８９

１４ 綿１００％ �イトーヨーカ堂 １，０４０ ２．０ ７．５ ６９

１５ ナイロン５５％ アクリル４５％ �桜井 ２，０００ １．２ ２．４ ７６

テスト結果（抜粋）
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